
🏫 File 01：櫻井 捷天 先生（数学）
『クスノキの番人』（東野 圭吾 / 実業之日本社）
💬 Teacher's Voice: 「個人的に、東野圭吾が大好きなんです！この本は、祈念を
すると想いが伝わるという不思議な『クスノキ』を舞台にした心温まる人間ドラマ。
孤独だった主人公が、番人としての役割を通じて成長していく姿には、きっと皆さん
も勇気をもらえるはずです。謎解きのワクワクと、読後の深い感動をぜひ味わってく
ださい！」

🏫 File 02：齋藤 貴昭 先生（情報）
『チーズはどこへ消えた？』（スペンサー・ジョンソン / 扶桑社）
💬 Teacher's Voice: 「迷路の中でチーズ（成功や幸せの象徴）を探す物語です。
変化に戸惑うのは当たり前。でも、それをどう受け止めて適応していくか。この本
は、柔軟に考え行動する大切さを教えてくれます。新しい環境に身を置く今の皆さん
にぴったりの一冊です。……実は私も、新しい環境に絶賛対応中です！（笑）」

🏫 File 03：近藤 拓海 先生（国語）
『坂の上の雲』（司馬 遼太郎 / 文春文庫）
💬 Teacher's Voice: 「『まことに小さな国が、開化期を迎えようとしている』。
明治という激動の時代、理想を追い求めた若者たちの姿は、高い志を持つ高高生に強
く重なります。私は高校時代、この本を擦り切れるまで読み返しました。将来どう生
き、世界にどう貢献するか。自分の限界を決めない情熱を、この本から受け取ってく
ださい。」

🏫 File 04：登坂 健志 先生（化学）
『センス・オブ・ワンダー』（レイチェル・カーソン / 新潮社）
💬 Teacher's Voice: 「子供の頃に持っていた、神秘や不思議に目を見張る感性。
大人になると忘れがちなその『煌めき』を呼び覚ましてくれる本です。勉強や部活で
忙しい毎日だからこそ、ふと立ち止まって自然の息吹を感じてほしい。この本は、慌
ただしい君の心にそっと寄り添ってくれますよ。」

🏫 File 05：中田 祐貴 先生（数学）
『10代にしておきたい17のこと』（本田 健 / 大和書房）
💬 Teacher's Voice: 「高校時代、部活と勉強に明け暮れていた自分のモヤモヤを
言語化してくれた一冊です。私の妹が受験を辞めた時、母と一緒に贈った思い出の本
でもあります。自分の人生について悩んだり、視点を変えて自分を見つめ直したい時
に、ぜひ手に取ってみてください。きっとヒントが見つかります。」
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今年度着任された先生方に、「高高生に読んでほしい本」を紹介していただきました。
先生方の意外な一面が見えるかも！？

SPECIAL FEATURE 新着任の先生を直撃！ 



🏫 File 06：戸丸 一朔 先生（体育）
『変身』（東野 圭吾 / 講談社）
💬 Teacher's Voice: 「もし、殺人者の脳が自分に移植されたら……？医療技
術が進歩する未来、これは現実になるかもしれません。肉体と記憶、そして自
己。何をもって『自分』と言えるのか。生命倫理についても深く考えさせられ
る、衝撃的な一冊です。東野作品の真骨頂を味わってください。」

🏫 File 07：細野 哲也先生（事務）
『赤と青のガウン：オックスフォード留学記』（彬子女王 / PHP文庫）
💬 Teacher's Voice: 「忖度なし、結果重視、最大限の努力を求められるがそ
れは評価の対象にならない。そんな世界に飛び込み博士号を取得した女性皇族
（故寛仁親王殿下の第一女子）の苦悩と喜びを綴ったエッセイです。文章は硬く
なく、友達が話すような口調（？）で展開していきます。そして、留学を身近に
感じさせてくれる本です。また、同著者の「飼い犬に腹を噛まれる」もお薦めで
す。これは、留学記の後の生活が綴られてます。」

🏫 File 08：田中 綾乃先生（事務）
『時をかけるゆとり』（朝井リョウ / 文春文庫）
💬 Teacher's Voice: 「人気作家、朝井リョウさんのエッセイです。著者の学
生時代の話や日常の話がユーモラスに書かれています。100キロハイクに参加し
たり、旅行を失敗したりと、笑えるエピソードが殆どですが、読了後に「自分の
行動次第で人生はこんなに楽しくなるんだ」と少し勇気をもらえます。とにかく
笑えて、元気になれる。そんな一冊です。」

ブクログで新着本を見られます https://booklog.jp/users/takatakalib?
category_id=none&display=front

https://private.calil.jp/gk-2003900-c6f9n/蔵書検索・予約はこちらから 蔵書検索・予約はこちらから 蔵書検索・予約はこちらから 蔵書検索・予約はこちらから 

https://booklog.jp/users/takatakalib?category_id=none&display=front
https://booklog.jp/users/takatakalib?category_id=none&display=front
https://booklog.jp/users/takatakalib?category_id=none&display=front
https://booklog.jp/users/takatakalib?category_id=none&display=front
https://private.calil.jp/gk-2003900-c6f9n/

	第1号　
	4月
	NO BOOK ＮＯ LIFE
	高崎高校 図書委員会
	新着任の先生を直撃！
	SPECIAL FEATURE
	今年度着任された先生方に、「高高生に読んでほしい本」を紹介していただきました。 先生方の意外な一面が見えるかも！？
	🏫 File 01：櫻井 捷天 先生（数学） 『クスノキの番人』（東野 圭吾 / 実業之日本社） 💬 Teacher's Voice: 「個人的に、東野圭吾が大好きなんです！この本は、祈念をすると想いが伝わるという不思議な『クスノキ』を舞台にした心温まる人間ドラマ。孤独だった主人公が、番人としての役割を通じて成長していく姿には、きっと皆さんも勇気をもらえるはずです。謎解きのワクワクと、読後の深い感動をぜひ味わってください！」
	🏫 File 02：齋藤 貴昭 先生（情報） 『チーズはどこへ消えた？』（スペンサー・ジョンソン / 扶桑社） 💬 Teacher's Voice: 「迷路の中でチーズ（成功や幸せの象徴）を探す物語です。変化に戸惑うのは当たり前。でも、それをどう受け止めて適応していくか。この本は、柔軟に考え行動する大切さを教えてくれます。新しい環境に身を置く今の皆さんにぴったりの一冊です。……実は私も、新しい環境に絶賛対応中です！（笑）」
	🏫 File 03：近藤 拓海 先生（国語） 『坂の上の雲』（司馬 遼太郎 / 文春文庫） 💬 Teacher's Voice: 「『まことに小さな国が、開化期を迎えようとしている』。明治という激動の時代、理想を追い求めた若者たちの姿は、高い志を持つ高高生に強く重なります。私は高校時代、この本を擦り切れるまで読み返しました。将来どう生き、世界にどう貢献するか。自分の限界を決めない情熱を、この本から受け取ってください。」
	🏫 File 04：登坂 健志 先生（化学） 『センス・オブ・ワンダー』（レイチェル・カーソン / 新潮社） 💬 Teacher's Voice: 「子供の頃に持っていた、神秘や不思議に目を見張る感性。大人になると忘れがちなその『煌めき』を呼び覚ましてくれる本です。勉強や部活で忙しい毎日だからこそ、ふと立ち止まって自然の息吹を感じてほしい。この本は、慌ただしい君の心にそっと寄り添ってくれますよ。」
	🏫 File 05：中田 祐貴 先生（数学） 『10代にしておきたい17のこと』（本田 健 / 大和書房） 💬 Teacher's Voice: 「高校時代、部活と勉強に明け暮れていた自分のモヤモヤを言語化してくれた一冊です。私の妹が受験を辞めた時、母と一緒に贈った思い出の本でもあります。自分の人生について悩んだり、視点を変えて自分を見つめ直したい時に、ぜひ手に取ってみてください。きっとヒントが見つかります。」
	🏫 File 06：戸丸 一朔 先生（体育） 『変身』（東野 圭吾 / 講談社） 💬 Teacher's Voice: 「もし、殺人者の脳が自分に移植されたら……？医療技術が進歩する未来、これは現実になるかもしれません。肉体と記憶、そして自己。何をもって『自分』と言えるのか。生命倫理についても深く考えさせられる、衝撃的な一冊です。東野作品の真骨頂を味わってください。」
	🏫 File 07：細野 哲也先生（事務） 『赤と青のガウン：オックスフォード留学記』（彬子女王 / PHP文庫） 💬 Teacher's Voice: 「忖度なし、結果重視、最大限の努力を求められるがそれは評価の対象にならない。そんな世界に飛び込み博士号を取得した女性皇族（故寛仁親王殿下の第一女子）の苦悩と喜びを綴ったエッセイです。文章は硬くなく、友達が話すような口調（？）で展開していきます。そして、留学を身近に感じさせてくれる本です。また、同著者の「飼い犬に腹を噛まれる」もお薦めです。これは、留学記の後の生活が綴られてます。」
	🏫 File 08：田中 綾乃先生（事務） 『時をかけるゆとり』（朝井リョウ / 文春文庫） 💬 Teacher's Voice: 「人気作家、朝井リョウさんのエッセイです。著者の学生時代の話や日常の話がユーモラスに書かれています。100キロハイクに参加したり、旅行を失敗したりと、笑えるエピソードが殆どですが、読了後に「自分の行動次第で人生はこんなに楽しくなるんだ」と少し勇気をもらえます。とにかく笑えて、元気になれる。そんな一冊です。」


	ブクログで新着本を見られます
	蔵書検索・予約はこちらから　
	https://private.calil.jp/gk-2003900-c6f9n/



